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１．研究の目的・調査概要 
前項に引き続き本稿では，景観法における景観計

画区域及び景観地区の選定基準への適応の可能性や

方法を明確にしていくことを目的としている。 

本稿では，前項（その 1）の『都市景観 100 選』の

100 地区（以下，『都市景観 100 選』の 100 地区を「対

象地区」として表す）を分析資料とし，対象エリア

と景観形成に関わる語句の関係性の分析を以下の手

順で行った。 

1）各対象地区の都市景観大賞の地区説明書から，「対

象地区」の景観形成に関わる語句を抽出 

2）1）の項目内容「アイテム」を分野（自然，通り，

建築物等）に分類 

3）2）の項目内容をさらに細かい景観形成要素〈カ

テゴリー〉に分類 

4）『日本の都市景観 100 選』からその 1 で行った対

象エリア（ウォーターフロント，市街地，住宅

地，通り，緑地）別に景観形成要素を分類した 

(表－4) 

 

２．分析結果 

２．１都市景観大賞地区説明書から抽出された 

景観形成に関わる語句の割合 
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２．２ 全対象エリアにおける景観形成に関わ

る語句の割合(％) 
 ここでは景観形成に関わる語句(①空間，②施設，

③見え方)に注目し、各語句の上位１位のアイテム

(「自然」，「建築物」，「意匠」)に対応する要素(カ

テゴリー)の割合を示す。 
 「自然」（10％）の内訳は，〈緑〉(57％)が一番

多く，ついで〈河川〉(33％)，〈樹木〉(32％)とい

う結果になった(表－1)（表－4）。 

次に「建築物」(8％)の内訳は,〈公共公益施設〉,

〈文化施設〉(23％)が一番多く，ついで〈商業施設〉

(18％),〈住宅〉(15％),〈休憩施設〉(9％)という結

果になった(表－2)(表－4)。 

さらに「意匠」(6％)の内訳は,〈色彩〉(14％)が

一番多く,ついで〈自然石〉(8％)，〈形態・意匠〉，

〈屋根〉，〈白壁〉(5％)という結果になった(表－

3)（表－4）。 
 

表－1 全対象エリアと「自然」分野の要素の内訳 
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表－2 全対象エリアと「建築物」分野の要素の内訳 
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表－3 全対象エリアと「意匠」分野の要素の内訳 

格屋

材
料

形

図－1 都市景観地区説明書から抽出された

景観形成に関わる語句の割合 
形成に関する語句を，①空間（「自然」～「モ
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 表－４  対象地区と分野別要素（カテゴリー）分析 
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■は各景観形成要素の割合の最大を示す。 

 
 



 
（３）各対象エリアにおける景観形成要素の割合の分布・分析 
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各対象エリアに景観形成要素の割合を出し，そこか

ら地区の特性を推測する。まず全てのエリアで共通

して〈緑〉や〈水〉といった「自然」がもっとも大

きな割合を占めている。ついで『緑地エリア』を除

き，「通り」が大きな割合を占めている。また「公園」

も全エリアで高い割合を占めている。以下，エリア

ごとに分析する(図－2)。 
 
３－１ 『市街地エリア』の分布・分析 
 全ての要素(カテゴリー)が分布していて要素の割
合に大差がないことがわかる(写真－1)。 
 
３－２ 『住宅地エリア』の分布・分析 
 他のエリアに比べ，「建築物」と「工作物」の割合

が大きく占めているが，これは「建築物」ではニュ

ータウンなどの住宅に加え，公共施設や文教施設等，

住民に利用される施設が地区説明書に多く記載され

ているためである。また「工作物」では生垣，花壇

等の敷地の境界をなす要素が多かった(写真－2)。 
 
３－３ 『通りエリア』の分布・分析 
 「照明」(9％)は他のエリアよりも大きな割合で分
布している。通り沿いの樹木のライトアップ，また

は通り沿いの街灯・デザイン灯による夜間照明が他 
のエリアより多く行われているためだと推測できる 
(写真－3)。 
 
３－４ 『ウォーターフロントエリア』の分布・

分析 
 「橋」が上位 5 要素目にあり，他のエリアとの違
いがわかる。また，「歴史的建築物」と「文化財」の

割合が同一であることから，ウォーターフロントエ

リアにおける歴史的建築物が，文化財の指定を受け

ている割合が高いことが推測できる(写真－4)。 
 
３－５ 『緑地エリア』の分布・分析 
 自然(18％)と他のエリアに比べ最も多くの割合を
占めている。同様に、建築物(18％)も多く休憩施設や 

 
スポーツ施設が地区説明書に多く記載されている(写
真－5)。 
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（４）〈推薦主体者〉と〈第三者〉による景観形

成に関わる語句の評価の比較・分析 
 〈推薦主体者〉は１に記述した分析方法１）～４）

で得た結果とした。〈第三者〉は，被験者－本学建築

学科学生 8名が，「対象地区」の説明スライド写真2）

(各都市 8～10枚)を用いて，景観形成に関わる語句と
考えられるものを記述し， 4 名以上が記述した場合
を， 1 ポイントとカウントした。以下に景観形成に
関わる語句の割合の最大総数上位 2位エリア(『市街

地エリア』，『通りエリア』，『ウォーターフロントエ

リア』)において，〈推薦主体者〉と〈第三者〉での
比較・分析を行う。各エリア共通して「自然」，「通

り」，「歴史的建築物」，「工作物」の割合が〈推薦主

体者〉に比べ〈第三者〉が多く，逆に「文化財」，

「見え方」の割合は〈第三者〉に比べ〈推薦主体者〉
が多い結果となった。 
 
４－１ 『市街地エリア』においての比較分析 
 〈推薦主体者〉，〈第三者〉において，上位 2要素(「自
然」，「通り」)の順位は一致する。しかし割合は，第
三者が約 2倍多く出ている。また〈第三者〉では「歴
史的建築物」，「建築物」，「工作物」が自薦より 2 倍
多く認識された。逆に〈推薦主体者〉で多く〈第三

者〉では少なかったものに「見え方」、「スペース」，

「文化財」，「遺跡・史跡」があげられ，写真ではこ

れらが識別できなかったためだと推測できる(図－3)。 
 
４－２ 『通りエリア』においての比較分析 
 〈推薦主体者〉，〈第三者〉において，上位 5要素(「自
然」，「通り」，「工作物」，「照明」，「公園」)の順位は
一致する。その中でも樹木や河川などの「自然」，遊

歩道や大通りなどの「通り」，石垣やオブジェなどの

「工作物」は，〈推薦主体者〉が〈第三者〉に比べ 2
倍近く多く指摘している。また〈推薦主体者〉であ

げられている「緑地」や「スペース」，「モール」と

いった要素は写真では認識できなかった(図－4)。 
 
４－３ 『ウォーターフロントエリア』におい

ての比較分析 
 〈推薦主体者〉，〈第三者〉において大きな違いが

出た要素は「自然」と「歴史的建築物」，「工作物」

で,〈第三者〉が〈推薦主体者〉に比べ，2 倍近く多
い割合となる。〈第三者〉による写真評価の方が歴史

的倉庫群や石垣など，認識されやすかったためだと

考えられる(図－5)。 
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図－3 都市景観大賞地区説明書とスライド写真に 
    見る『市街地エリア』の景観形成要素の割合 
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図－4 都市景観大賞地区説明書と写真に見る 
『通りエリア』の景観形成要素の割合 
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図－5 都市景観大賞地区説明書と写真に見る 
『ウォーターフロントエリア』の 
景観形成要素の割合 

 
３．総括 
 対象エリアと景観形成に関わる語句の関係性の分

析を行った結果，エリア全体では景観形成要素であ

る「自然」や「通り」が〈推薦主体者〉，〈第三者〉

共に多く含まれたが，その割合には約 2 倍の差があ

り〈推薦主体者〉と〈第三者〉の評価の差が見られ

る。 

同様に，各エリアで見てもこの差は明らかである。 

また，「文化財」などは，地域住民である〈推薦主 
体者〉にとっては景観形成要素と認識されるが，〈第 
三者〉には認識されにくいことがわかる。 
 以上のように，〈推薦主体者〉と〈第三者〉とでは

評価の差が出るため，景観法を適用する際，地区の

景観の表現方法について，共通化し得る部分と当該

地域(住民)固有の景観に対する価値基準を明確にす
る必要がある。 
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